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建設業の生産性向上に向けて

i-Constructionにより、これまでより少ない人数、少
ない工事日数で同じ工事量の実施の実現

⇓
休日拡大

職場環境の改善を図らなければ建設業から人が消える
魅力的な業種への進化に向けて















全体最適の導入

コンクリート工の生産性向上のための３要素

・ 規格の標準化 （部材の規格（サイズ等）の標準化）

・ 全体最適設計 （サプライチェーンの効率化・生産性の向上）

・ 工程改善 （プレキャスト製品やプレハブ鉄筋などの工場製品化）

⇓
プレキャスト製品と生コンクリートの融合技術が必要
運搬上の制約で分割が必要・サイトＰＣａ化



埋設型枠の活用例（橋脚編）



埋設型枠の活用例（橋脚・梁編）



埋設型枠の活用例（立坑・橋梁編）



プレキャスト製品の活用例（土木製品編）



プレキャスト製品の活用例（土木製品編）



プレキャスト製品の活用例（土木製品編）



プレキャスト製品の活用例（建築製品編）



メンテナンス工事への活用例（埋設型枠編）



プレキャスト製品と生コンの融合技術での課題

１．ハイブリッド化への対応

プレキャスト製品＋生コン

コンクリート（製品・生コン）＋鋼材

プレキャスト製品の連結技術

２．高機能化への対応

高強度コンクリートの活用

高流動コンクリートの活用

機能性混和材の活用

３．情報共有化

プレキャスト製品業界と生コン業界の意見交換の場は皆無である。



プレキャスト製品と生コンの融合技術で魅力ある建設業界に

１．大幅な工期短縮が可能

２．労働力不足の解消

３．魅力ある建設業界へ



ご清聴ありがとうございました。

ダーウィンの進化論には

「強いものや、賢いものが生き延びるのではなく、
変化に適応できた者だけが生き残れる」


